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(L9hw,御 )- TG- -i(S )- (-+n+3)/6
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田中 実
もちろん通常の γの定義,-<∂ Bnめ′′(LR)∂βn v >/2, を上のモデルにっいて計算 した
のだが,Lovesyは γ -2が境で,r>2では集団運動はずっとQ の小さい方でのみ
残存 し,連続体中の疎密波的で,γく2ならばQ≦Q｡位まで生き残 り特徴ある固体的
分散を示すと思われる｡ この簡単な推論では, め(r)は液体固体共通とみなし,Grihleisen
定数の高温固体の実測値と比較 してもよかろう｡ 上のモデル1,Ⅰ,と先のAr,Rb で
は次表のようになる｡
(m,n) rG Texp(SOlid)
Ar (6,12) 3.5 ≡ 3.5







































武 野 正 三
§1.は じめ に
液体には固体に見られる規則正しい原子配列はないが短距離秩序はある｡このような
静的な特徴が動的現象に如何に反映されるかは非常に興味のある問題である｡近年,中
性子散乱実験や計算機で動的構造因子S(k,a')や非干渉性散乱因子Ss(k･a')の詳細
な情報が得られるようになったので,古典単純液体における原子の集団運動や自己運動
の微視的な内容が盛んに研究されてきた.1),2)液体アルゴンの実験結果では対称化され
ノヽ-/ ～
たSs(k,a,)及びS(k,Q')には静的構造因子S(k)の最初のピーク付近の波数領域で
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